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サンバ研究 Samba: Resistance in Motion から観る
サンバ・ヂ・ホーダの舞踊特性

─舞踊譜開発に向けた一考察─

林　夏木ⅰ

　本研究は，ブラジルの民衆舞踊サンバ・ヂ・ホーダの舞踊譜開発に向け，カルチュラル・スタディーズ
を基盤としたサンバ研究 Samba: Resistance in Motion の分析から，サンバ・ヂ・ホーダの舞踊特性に示唆
を得ることを目的としている。そこで，Samba: Resistance in Motion による分析を， ３ つの観点から整
理した。 1 点目はサンバの社会的および政治的分析， 2 点目はダンスの動きおよび音楽（リズム）とステ
ップの関係における分析， 3 点目はサンバの起源および宗教的霊的影響における分析，である。その結果，
サンバという舞踊には，音楽的または文化的政治的などの抑圧によってステップが誘発される特性があり，
その抑圧や抵抗を語るボディ・アーティキュレートの役割と，リズムとリズム，聖俗などをつなぐ関節と
なって全体のバランスを調整する役割があることなどが示唆された。また，サンバには，アフリカのみな
らず先住民の宗教的霊的影響も認められ，さらに，ステップには，社会的，政治的，音楽的，など多面的
な役割があることから，舞踊譜にはステップに重点を置いた記譜が望ましいことなどが示唆された。

キーワード：�サンバ，サンバ・ヂ・ホーダ，舞踊譜，ダンス・エスノグラフィー，カルチュラル・スタ
ディーズ

はじめに

　本稿は，ブラジルの民衆舞踊1）であるサンバ・ヂ・

ホーダ2）を事例とした舞踊譜３）の開発に向け，バー

バラ・ブラウニング（Barbara�Browning）によるサ

ンバ研究 Samba: Resistance in Motion の分析を元

にその論点を整理し，サンバ・ヂ・ホーダの舞踊特

性を明らかにすることを目的としている。拙稿

（林 :�2022）では，従来の舞踊譜の論点を明らかにし，

サンバ・ヂ・ホーダに適用する際の課題および舞踊

譜に記譜すべき項目について示唆を得た。拙稿での

議論の到達は以下のようにまとめられる。まず，従

来の舞踊譜の役割は，映像には映らない身体運動を

補完的に記録することであり，また，西欧で開発さ

れた舞踊譜の目的は，舞台芸術作品の採譜および保

存であった。しかし，サンバ・ヂ・ホーダでは，特

定のリズムにみちびかれ舞踊（ 3 連符の基本ステッ

プなど）が形成される特性があることから，リズム

とステップの対応関係に焦点を合わせた記譜が必要

であることなどが示唆された4）。とはいえ，拙稿で

示唆された記譜項目については，今後，実践者への

聞き取り調査やさらなる先行研究を通して，サンバ・

ヂ・ホーダの舞踊特性をより多角的な観点から明ら

かにした上で，決定する必要があると考えられた。

　サンバ・ヂ・ホーダ（写真 1 ）は，ブラジル北東
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部バイーア州ヘコンカヴォ地域（図 1 ）を中心に，17

世紀頃に発展した音楽と歌と舞踊による民衆芸能5）

である。それは，大航海時代，奴隷にされたアフリ

カの人々6）によってブラジル北東部にもたらされた

リズムとダンスが，多様な文化と入り混じりながら

発展し，社会的抑圧を受けながらもその子孫によっ

て400年近く伝承されてきた。このような背景を持つ

舞踊の特性を明らかにするプロセスにおいて，発祥

と成り立ちに関わる歴史的社会的影響を調査するこ

とは極めて重要であると考えられた。というのもそ

の調査結果から，サンバ・ヂ・ホーダでは，舞踊を

どのように捉えているか，何に重点を置いて踊られ

てきたか，ひいては，踊る身体が伝える「体現化さ

れた知識」7）とは何か，などの問いに示唆を得られ

ると考えられるからである。そこで本稿では，舞踊

の成り立ちや特性を歴史的背景や社会権力の影響か

ら分析したサンバ研究Samba: Resistance in Motion

（Browning1995）に着目した8）。

　1995年，インディアナ大学から出版されたこの本

は，新たな観点からサンバ9）を捉え，従来にない斬

新な研究として，これまで多くの舞踊研究者や音楽

研究者に引用文献として活用されてきた。また，近
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図 1 　ヘコンカヴォ地域の地図
（以下より引用し筆者作成 https://journals.openedition.org/confins/24084　閲覧日：3.18.2023）

写真 1  　サンバ・ヂ・ホーダの様子（バイーア）
（ユネスコ HP より https://ich.unesco.org/en/RL/samba-de-
roda-of-the-recncavo-of-bahia-00101　閲覧日：3.18.2023）
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年においてもサンバに関する主要な文献として位置

付けられ（Daniel:� 2005，井上 :�2017，山田 :�2017,�

Suárez:�2018,�Daniel:�2018），カルチュラル・スタデ

ィーズの系譜に連なる研究としても認知されている

（山田�2017:�153）。そして，著者であるアメリカの舞

踊研究者・バーバラ・ブラウニング（Barbara�

Browning）はこの本の中で，カルチュラル・スタデ

ィーズにおける主要な研究方法であるダンス・エス

ノグラフィーの確立を試行している10）。ゆえに，ブ

ラウニングの著書は，カルチュラル・スタディーズ

におけるサンバ研究の先駆けと位置付けられるもの

であろう。

　さて，ブラウニングが自身のサンバ研究に導入し

たカルチュラル・スタディーズであるが，カルチュ

ラル・スタディーズ研究者のグレアム・ターナー

（Graeme�Turner）は，1999年に出版した著書にお

いて，「＜カルチュラル・スタディーズ＞という用語

は，いまでは人文学や社会科学のなかで理論や実践

の重要な一領域を指す名称としてよく知られてい

る」（ターナー�1999:�9）と述べている。つづけてタ

ーナーは，国際的雑誌『カルチュラル・スタディー

ズ』の言説を引用して，「この分野は『文化，なかで

もとくに大衆文化のプロセスの研究はとても重要で

複雑であり，その上，理論的にも政治的にも価値が

あるのだという信念に支えられている』」（ターナー�

1999:�9）と指摘している。つまり，今から20年以上

前に，カルチュラル・スタディーズは，人文学や社

会科学研究における重要な一領域として位置付けら

れ，大衆文化の誕生と発展のプロセスを分析するこ

とが，理論的且つ政治的価値あることとして主張さ

れていた。そして，大衆文化と呼ばれるものの中に

は，文学，メディア文化，スポーツ，音楽，アート，

そして，当然のことながらダンスも含まれており，民

衆舞踊であるサンバ・ヂ・ホーダもその 1 つと認め

られるであろう。

　さらに，この時代のカルチュラル・スタディーズ

が，当時のダンス研究にも大きな影響を及ぼしてい

たことを裏付ける代表的な書籍として，Meaning in 

Motion, New Cultural Studies of Dance（以下，

Meaning in Motion と略す）がある。この本は，そ

の名の通り，当時のカルチュラル・スタディーズに

よるダンス研究を集めた共著本で，1997年にデュー

ク大学から出版されている。監修者であるジェーン

C. デズモンド（Jane�C.�Desmond）は，この本のイ

ントロダクションで，以下のように述べている。

　（1990年代半ばまでの）この約10年間で，ダ
ンスに関する批判的な研究が爆発的に増えた。

（中略）1980年代の半ばまで，ほとんどのダン
ス研究は，歴史的な物語，美的評価，偉大なダ
ンサーや振付家の作家研究であった。これらの
作品の主な目的は，美学的なカテゴリーを明確
にしたり，一時的なアートフォームを説明した
り，特定のフォームが繁栄した歴史的な文脈を
提供することであり，（ダンスへの）社会的な権
力の作用を調査することではなかった。（中略）
しかし，最近の研究では，文学，大衆文化，ビ
ジュアル表現，メディアに関するより確立され
てきたカルチュラル・スタディーズによるダン
ス研究が出始めた（Desmond 1997: 1）。

　このように，欧米のカルチュラル・スタディーズ

におけるダンス研究は，1990年代に台頭していたこ

とがうかがえるが，これまでの日本の舞踊研究にお

けるカルチュラル・スタディーズの影響は，管見の

かぎり明らかではない。また，舞踊学とカルチュラ

ル・スタディーズの学際的研究も現時点の調査範囲

では見つかっていない。片岡（1991）によって作成

された「舞踊学の体系」（表 1 ）を例にみると，カル

チュラル・スタディーズという用語は見当たらない

ことからも，日本の舞踊学におけるカルチュラル・

スタディーズの影響は少なくともこの時代には認め

られなかったといえよう。たとえば，カルチュラル・

スタディーズによる舞踊研究がこの体系に位置付け

られるとすれば，その研究領域は，舞踊を社会行動

として捉え，現代社会と舞踊の機能を明らかにする
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「舞踊社会学」が最も近い領域であると考えられる。

また，従来，非西洋諸国発祥の舞踊は，民族舞踊と

して，その研究領域は「各民族・民俗の舞踊，比較

舞踊等」である「舞踊人類学・民俗舞踊学」に分類

されてきた。したがって，Samba: Resistance in 

Motion のようなカルチュラル・スタディーズを基盤

とするサンバ研究は，この体系では，「舞踊社会学」

あるいは「舞踊人類学・民俗舞踊学領域」に位置付

けられるものと考えられる。さらに，この体系にお

いて記譜法（舞踊譜）は，「舞踊上演法」に属してい

ることから，従来の舞踊譜が上演される舞台芸術作

品を対象に考案および活用されてきたことがうかが

える。ゆえに，舞台芸術作品ではないサンバ・ヂ・

ホーダのような民衆舞踊の舞踊譜開発は，民族舞踊

研究として「舞踊人類学・民俗舞踊学」に属すると

考えるのが妥当であろう。したがって，この「舞踊

学の体系」から見ると，サンバ・ヂ・ホーダの舞踊

譜開発に向け，カルチュラル・スタディーズを用い

て舞踊特性を分析する研究は，「舞踊社会学」および

「舞踊人類学・民俗舞踊学」の 2 領域にまたがる研究

であり，日本の舞踊学領域においては新たな視座を

提供する研究課題となるであろう。

　本稿の章立ては，ブラウニングのサンバに関する

分析を 3 つの観点から整理し， 4 つの章で構成され

ている。第 1 章では，サンバの社会的および政治的

な観点からの分析，第 2 章では，ダンスの動きおよ

び音楽（リズム）とステップの関係における分析，第

3 章ではサンバの起源および宗教的霊的影響からの

分析，に焦点を当てている。さらに，最終章では，第

1 章から第 3 章の分析を踏まえ，サンバ・ヂ・ホー

ダの社会的役割と舞踊特性についてまとめた。

1 ．サンバの社会的および政治的分析 
─ボディ・アーティキュレートとしてのダンス─

　本章では，ブラジルの歴史と社会的・政治的背景

が，サンバの誕生と成り立ちおよび舞踊特性に与え

た影響を，ブラウニングの論点からまとめる。また，

ブ ラ ウ ニ ン グ が 著 書 の 第 1 章 の タ イ ト ル を，

“Samba:�The�Body�Articulate”（筆者補足：ボディ・

アーティキュレートとは，身体が明白にメッセージ

を語ることを意味する）とした理由を明らかにして

いきたい。

　はじめに，ブラウニングは，「サンバは，聖なる黒

人の身体の断片化であると同時に，精神的・政治的

な傷を癒すものでもある」（Browning�1995:�32）と

立命館産業社会論集（第59巻第 1号）

表 1 　舞踊学の体系（片岡 1991: 157 筆者により表作成）
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述べ，サンバが，アフリカン・ダイアスポラ（African�

Diaspora）11）にとって，ダンスと音楽を通した「癒

し」であった（ある）ことを指摘しているが，「聖な

る黒人の身体の断片化」とは何を意味し，また，彼

らはなぜ癒される必要があった（ある）のだろうか。

　ポルトガル人がアフリカの人々を奴隷としてブラ

ジルに輸入し始めたのは16世紀半ばのことである。

サンバが誕生したといわれる17世紀は，奴隷貿易全

盛の時代であり，北東部バイーア州サルヴァドー

ル12）の港には，アフリカの人々が奴隷として次々

と運ばれていた。彼らは，家族とは散り散りとなり，

日々過酷な労働を強いられ，差別や貧困など精神的

にも肉体的にも追い込まれていた。そのような日常

において，サンバが娯楽として彼らの精神的な癒し

となっていたこと，また，アフリカ各地から集めら

れた他人同士が，同一コミュニティで生活していく

ために，結束を強化する手段として機能していたこ

となどは，想像に難くない。

　1888年，約350年間続いた奴隷制が正式に廃止とな

ったが，ブラジルは世界の植民地で最も長く奴隷制

を継続した国であった。ブラウニングは，「ブラジル

黒人たちはこの日を『虚偽の廃止（falsa�aboliçao）

の始まり』と呼んでいる」（Browning�1995:�3）とい

う。その理由は，「彼らは単に，奴隷居住区からファ

ベーラと呼ばれる貧困街に移動しただけであり，ま

た，アフリカ人の輸入記録を含む歴史文書は，奴隷

制廃止の際にすべて破棄されたことにある」

（Browning�1995:�3）と伝えている。ブラウニングは，

「当時の統治者による奴隷制の恥を消すための行為

だったと考えられるが，文書が消されても，事実が

消滅するわけではなく，失われた事実を回復し，今

日まで存続する事実を理解することが重要だ」

（Browning�1995:�3）と指摘する。しかし，実際のと

ころ，「資料の物理的破棄と共に，ブラジルの社会史

では非白人の苦悩についてほとんど語られることは

なかった」（Browning�1995:�3）と述べていることか

ら，失われた事実の大半が失われたままであること

がうかがえる。

　次いで，ブラウニングは，社会学者のトーマス・

スキッドモア（Thomas�Skidmore）の調査研究

（Skidmore�1974:�49）に着目し，「1970年代において

も大多数の黒人が経済的に困窮しており，ブラジル

には有色人種の主要な政治家がほとんどいないこと

からも，当時の『平等神話』へ疑問を投げかけてい

た」（Browning�1995:�3）とスキッドモアの分析を通

して，黒人の貧困問題の深刻さを伝えている。「では，

なぜ黒人は皆，そんなにもひどく貧しいのか？」

（Browning�1995:�4）とブラウニングは投げかける。

その理由として，「奴隷制文書の人為的破壊から『ブ

ラジル人種的民主主義』という表向きの人道的宣言

まで，驚くほど連続している」（Browning�1995:�4）

と指摘した上で，「ブラジル人種的民主主義」を主張

したジルベルト・フレイア（Gilbert�Freyre）の言

説を引用し説明している。「ブラジルでは結果的に人

種ではなく経済的な差別が行われており，人種や肌

の色ではなく，階級意識の結果である」（Freyre�

1959:�119）。この言説について，ブラウニングは，「フ

レイアは『ブラジル人種的民主主義』を定式化した

人物である」（Browning�1995:�6）と指摘し，さらに

以下のように述べている。

　1930年代にフレイヤは，人種差別的な白人化
論に反論し，一見，穏やかな白人化論を展開し
た。（中略）彼が描いた人種混合のブラジルは，
文化的多様性によって強化された勇敢な新世界
だった。そして，フレイアがその理論を提唱し
たとき，それは進歩的であり，明らかに反人種
主義的であるとみなされていた。（中略）しかし，
彼の提唱は，その後，数十年の間に，人種的な
不平等問題を曖昧にしたい支配層に奪い取られ
てしまった。（中略）1960年代にはフレイアは，
社会的影響力を持つ知識人達によって，「時代遅
れで時代錯誤」と攻撃されるようになった

（Browning 1995: 4-6）

　このようなフレイアへの攻撃も含め，「ブラジル人
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種的民主主義」に対する社会理論家たちによる議論

は様々であったが，最も刺激的な指摘として，ブラ

ウ ニ ン グ は カ ル ロ ス・ ハ セ ン バ ル グ（Carlos�

Hasenbalg）による言説を紹介している（Browning�

1995:�6）。それは，「政治的な議論から人種について

の言及を排除することが，この言葉（ブラジル人種

的 民 主 主 義 ） の 主 な 機 能 で あ る 」（Hasenbalg�

1978:�258）と皮肉めいたもので，この言説にブラウ

ニングは強い同意を示している（Browning�1995:�6）。

　これらのことから，アフリカン・ダイアスポラの

過酷な歴史や現存する差別や貧困などの事実は，統

治者や社会理論家により，これまでに何度も抹消さ

れる状況に追い込まれてきたことがわかる。そのよ

うな状況下において，「サンバは，これらの事実を点

滅させる協力的なフィギュア（図形）である」

（Browning�1995:�8）とブラウニングは指摘する。ま

た，「ダンス・エスノグラフィーでは，このようなフ

ィギュア（図形）を，奴隷時代以前および植民地時

代以前の情報源に遡ることができる現代舞踊

（Contemporary�Dance）として認識し，アフリカや

先住民1３）の『生き残りのジェスチャー（”Survivals”-

gestures）』と呼んできた」（Browning�1995:� 8）と

ブ ラ ウ ニ ン グ は 述 べ る。 こ の「 生 き 残 り

（”Survivals”）」という用語についてブラウニングは，

「文化的抑圧があった事実は認めているが，新世界に

おいてアフリカと先住民の文化が単に持ちこたえた

だけではなく，歴史的な断絶の瞬間に続いて，成長

と発展を果たしたことは認識していないことを表す

ものである」（Browning�1995:�8）と指摘する。

　このような社会的政治的背景から，ブラウニング

は，「熟練のサンビスタ（Sambista）14）は，dizer�no�

pé，つまり，足で語ることが求められる。」（Browning�

1995:�1）と述べており，さらに次のように説明して

いる。

　実は足だけが話すわけではなく，身体の様々
な部分が同時に，しかも一見異なる言語で話し
ている。それはメッセージ性のあるファンキー

なもので，物語的であり叙情的である。つまり，
ダンスという手段によって，時間をかけて自分
自身を紡ぎ出し，その起源を語ることでその意
味を増していき，瞬間的なイメージ（ダンス）
の中に圧縮して表現する。さらに， 1 小節の深
さの中で，音楽的な時間のスパンを超え，人種
的な接触，対立，そして抵抗の物語を語る，そ
れがサンバである（Browning 1995: 2）

　以上の内容を元に，サンバの社会的・政治的分析

を以下にまとめる。

　サンバは，16世紀半ばから約350年間続いた奴隷制

度の歴史から切り離して考えることはできない。本

章冒頭の 1 節でブラウニングが述べるサンバの「精

神的・政治的な癒し」が意味することとしては，以

下のことが考えられた。アフリカン・ダイアスポラ

が置かれた社会的政治的状況において，サンバには，

娯楽やコミュニティの結束としての役割のみならず，

人種問題，貧困，対立と抵抗といったこれまでの苦

悩の歴史や現状について，足を中心とした身体の各

部位を用いて語る社会的役割がある。そして，それ

が彼らにとっては「精神的・政治的な癒し」として

機能しているものと考えられた。またサンバには，こ

れまで統治者や社会理論家によって抹消されてきた

アフリカン・ダイアスポラの過酷な歴史や現存する

差別や貧困などの事実にスポットを当て，それらの

事実が現代，そして未来まで忘れ去られないため，そ

して， 2 度と繰り返されないための問題提起の役割

もある。その中には，文化的抑圧があった事実のみ

ではなく，その抑圧下においても成長と発展を遂げ

てきた事実を伝える役割も含まれると考えられた。

さらに，ブラウニングが意味するところの，サンバ

が「聖なる黒人の身体の断片化」と述べた理由とし

ては，サンバは，アフリカン・ダイアスポラにとっ

て，抵抗の物語を語るための言語に勝る「ボディ・

アーティキュレート（身体表現）」であることが考え

られた。
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2 ．ダンスの動きおよび音楽（リズム）と 
ダンスの関係における分析

　本章では，ブラウニングによる音楽とステップの

分析，そして，リズムとダンスとの関係における分

析についてまとめる。そのさい，この内容について

は，民族音楽学および音響人類学の研究者である山

田陽一の著書『響きあう身体』で示されたブラウニ

ングの著書の翻訳とその解説（山田�2017:�153-158）

を参照し，論点を整理した。

　ブラウニングは，サンバのリズムについて以下の

ように述べている。

　サンバのリズムは，4 分の 2 拍子構造に重ね
られたポリリズム15）であり，そこでは，強拍
は保留にされ，弱拍がアクセントとなる。強迫
の保留は，身体にある種の飢えを生じさせるが，
その飢えが解消されるのは，強迫の保留によっ
て生まれた静寂を動きで満たした時のみである。
よって，ダンスとしてのサンバは，強迫の保留
なしでは成立しない（Browning 1995: 9-10）。

　つまり，サンバというダンスがなぜ生まれるかと

いえば，強迫の保留によって生じる静寂によって身

体が飢えた状態となり，それを満たすために動きで

穴埋めしようとするため，ということである。より

簡単に言えば，強迫の保留こそがダンスを生じさせ

ている，という解釈になろうか。さらにブラウニン

グは，ポリリズムについて以下のように説明してい

る。

　ポリリズムとは，様々なカウントの仕方が組
み合わされたリズム構造で，すべてのアフリカ
系音楽に特徴的なモードである。西洋音楽では，
和声や旋律の進行が主となるのに対し，ポリリ
ズム音楽の特徴は， 1 小節の中で確立される複
数の同時的なリズムパターンにある（Browning 

1995: 10）。

　さらにブラウニングは，「西洋音楽の楽譜は，ペー

ジ上で左から右に読んでいくが，ポリリズム音楽が

楽譜になった場合，縦に読まないとその複雑さが理

解できず，よって，西洋音楽の記譜法は，ポリリズ

ムを表すには適切でない」（Browning�1995:�10）と

指摘する。これは，ポリリズムとの関係の上に成立

すると考えられるダンスの記譜においても同様のこ

とが考えられ，舞踊譜の表記法において検討に値す

る点である。

　さて，いよいよダンスについての説明に移りたい。

まず，ブラウニングはダンスのステップについて，以

下のように述べている。

　ダンスにおける基本的なステップは 3 連符
で，軽快さ，スピード，器用さ，正確さが必要
であるが，とはいえ，リズムに合わせて正確に
打つという意味ではなく，リズムとリズムの間
に身を置かなければならない。ダンスは，右 -
左 - 右 / 左 - 右 - 左の 3 カウントで取るが， 3
連符の第 1 または第 2 のいずれかの 1 カウン
トに重みが置かれる。それは，音楽における 3
連符にかかる重さを強調したり，反転させたり
する役目を担っている（Browning 1995: 12）。

　つまり，ダンスには，音楽とのバランス（重さ）

を調整することによって，全体のバランスを調整す

る役割がある，ということであろうか。その構造に

ついてブラウニングは，さらに以下のように説明し

ている。

　 3 連符の 1 つが重くなるにつれて，ステップ
は，最初のラインの速い16分音符に向かってス
ライドする。強くなったステップは，ほぼ16分
音符 2 つ分となり，一瞬にして体重を母指球

（親指の付け根部分）から踵に移動させることで，
二重関節（a double articulation）または関節の
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屈曲（flexing at the joint）が起こり，その二重
性を暗示する。こうしてステップは，1 つの 3
連符と 4 つの16分音符の「あいだ」に存在する
ことになる（Browning 1995: 12）。

　つまり，強くなったステップがこのような関節

（articulation）の動きを生じ，それによって，ステ

ップはリズムとリズムの「あいだ」に存在すること

が可能となる。さらに，リズム同士の「あいだ」に

ステップが存在することによって，リズム同士をつ

なぐ関節（joint）のような役割を担い，その結果，音

楽のバランス（重さ）が調整される，ということで

あろうか。さらにこれは，ブラウニングが，「サンバ

は，ボディ・アーティキュレート（body�articulate）

のダンスである」（Browning�1995:�1）と述べたもう

1 つの理由とも解釈できなくはない。

　次に，リズムとステップの関係を図 2 ，および，そ

れについてのブラウニングの説明を以下に示す。

　b-h（母指球－踵）と記されたステップでは，
身体の重心をやや前に傾けるが，次の 2 つのス
テップ b（母指球），b（母指球）では，次の前
傾姿勢に備えて，身体をやや後方気味に持ち上
げられる。ここに記したのは，前傾が 3 連符の
最初のカウントで起こる単純なヴァージョンで，
より複雑なヴァージョンでは，3 連符の 2 つ目
の カ ウ ン ト で 身 体 が 前 傾 す る 場 合 も あ る

（Browning 1995: 12-13）。

　足の裏のどの部分に意識が向けられ，身体の重心

移動がリズムのどのタイミングで起こり前傾後傾す

る，といった説明は興味深い。これはあらゆる種類

のサンバの踊り方に共通しているのだろうか。

　さらに，ブラウニングは身体の他の部位の動きに

ついて，以下のように説明している。

　腰は，特に女性の場合，足よりも少々遅れて
動き，足と同じ 3 連符の右左右のパターンに従
いながらも，足の拍よりもやや遅れて拍が強調
されるようになる。肩は，「クラーベ」（「スル
ド」というベースドラムで演奏されるリズム）
の 1 と 2 のカウントで軽く回される（Browning 
1995: 13）。

　そして，ブラウニングは身体の優位性を結論づけ，

以下のように述べる。

　西洋の生徒は，ポリリズムのリズムパターン
を分解して説明するように要求してくるが，完
全に分解してしまうと，ポリリズムの本質が失
われてしまう。言葉での説明は複雑に聞こえる
が，身体は言語で表現できる以上のことを一度
に理解することができるので，「考えるのをやめ
て，踊りなさい」といい，結果的には，体を使
って考えるしかない（Browning 1995: 13）。

　また，ブラウニングは，アフリカ音楽の民族誌学
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者であるジョン M. チャーノフの研究に注目し

（Browning�1995:�14），アフリカ音楽におけるダンス

の重要性について，チャーノフの見解を以下のよう

に紹介している。

　アフリカのドラマーは，ポリリズムの踊り方
を知ることでポリリズムを理解することができ
る。アフリカの音楽では，ビートを供給しなけ
ればならないのは聴き手か踊り手であり，聴き
手は音楽を理解することに積極的に関与しなけ
ればならない（Chernoff 1979: 50）。

　つまり，チャーノフが伝えようとしているのは，ド

ラマーはポリリズム（音楽）を理解するために踊り

方を理解する必要があり，また，聴き手すらも，ダ

ンサー同様，積極的に音楽に関与しなくてはいけな

いと述べている。続けてブラウニングは，「サンビス

タのダンスを観る時，何を観るのかといえば，動き

に表れている意味を観るのだ」（Browning�1995:�14）

と述べ，聴き手，つまり，観客は，音楽を理解する

ことと同じく，ダンスが何を語っているのか，ボデ

ィ・アーティキュレート（身体表現）を見ることの

重要性を強調している。このように，演奏者，ダン

サー，聴き手が，互いへの理解を深めながら進行す

るのが，サンバの特性ともいえるのであろう。さら

に，音楽とダンスの関係について，以下のように述

べている。

　スルドの非常に深く低い音の効果を否定的な
言葉に例え，それは音の中のその瞬間を消し去
るか，否定するかのようだ。スルドが演奏する
クラーベというリズムを介して，ダウンビート
を保留すると同時に，このビートを強調するこ
とで，それを消去することもある。そして，ダ
ンスの役割は，そのギャップ（空白）を強いス
テップですべて埋めることだが，サンバがどの
ように踊られようとも，動きを誘発するのは，ビ
ートの停止または沈黙である（Browning 1995: 

14-15）。

　これは，本稿第 1 章で述べた文化的抑圧やブラジ

ルの政治史における人種の抹消に関連付けているこ

とは，以下の内容から読み取れる。

　サンバがブラジルの国民的ダンスとして，一
般的には熱狂的で高揚感のある世俗的なダンス
であるという見解がもたれているが，サンバの
より深い意味は，人種的，文化的，政治的な抑
圧によって，そのステップが呼び起こされてい
ることである。（中略）ある歴史的瞬間を消し去
ることで，逆にその瞬間が浮き彫りになる。つ
まり，サンバは，黙殺されてきた黒人と先住民
の文化的，政治的抑圧の歴史を語る手段なので
ある（Browning 1995: 15）

　以上のことを踏まえて，ダンスの動き，音楽（リ

ズム）とダンスの関係における分析をまとめる。

　はじめに留意すべきことは，サンバの音楽は，ア

フリカ系音楽の特徴的なモードといえるポリリズム

であり，西洋音楽の楽譜でポリリズムの複雑さを表

すことは難しい点である。また，音楽とダンスの関

係における最大の特徴は，ダンスは強拍の保留によ

って生じる点である。そのさらに詳しい説明として，

ダンスの動きを誘発するのは，ビートの停止または

沈黙であり，ダンスはそのギャップ（空白）を強い

ステップですべて埋めることである。その結果，ス

テップがリズムとリズムの間で関節のような存在と

なり，音楽とのバランス（重さ）を調整することに

よって，全体のバランスを調整する役割を担ってい

る，と考えられる。

　加えて，ビートの停止や沈黙によってダンスが誘

発されるという特性に象徴されているのは，人種的，

文化的，政治的な沈黙や抑圧によってサンバのステ

ップは呼び起こされる点，歴史的瞬間を消し去ろう

とすれば，逆にその瞬間はより浮き彫りにされる点

といえる。さらに，サンバを踊る際，観る際に重要
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なこととしては，サンバは黒人と先住民の文化的，政

治的抑圧の歴史を語る手段であることを理解し，ダ

ンスの動きに表れているこのような意味あいを読み

取ることである。

　また，特筆すべき点として，腰や肩など他の部位

の動きとリズムの関係については，ポリリズムの本

質を失わないためにも考えることはほどほどに，最

終的には実際に踊り，体を使って考えることが重要

である。

3 ．サンバの起源および 
宗教的霊的影響に関する分析

　本章では，サンバの起源および宗教的霊的影響に

関するブラウニングの分析をまとめる。まず，起源

については諸説があることを前提としつつも，はじ

めにサンバにおける先住民の影響について示唆して

いる。

　ブラウニングは，バプチスタ・シケイラ（Baptista�

Siquira）の著書（Siquira:� 1978）16）を参照し，「シ

ケイラによると，17世紀，イエズス会の宣教師が先

住民であるカリリ族の中でサンバという言葉を記録

したが，それは祭りの際に出される亀の珍味のこと

だったという。その後，その意味は共同体の祝祭に

おける物理的な空間を意味するようになった」

（Browning�1995:�17）と述べている。さらに，シケ

イラの著作より，「サンバはアフリカのパーカッシブ

なアンサンブルのジョンゴと，ポルトガル人のサト

ウキビの踊り，そして，インディアンのポラセー（と

いう踊り）の混合物で， 3 つの人種がサンバの中に

溶かされている」（Browning�1995:�17）と 3 つの文

化の混合であることを示している。とはいえ，続け

て，先住民にまつわる架空の物語を交え，「黒人の音

楽やダンスに，先住民の影響がなかったわけではな

い」（Browning�1995:�18）と，先住民の影響につい

て強調している。その根拠としては，「先住民の多い

ブラジル北東部の内陸部で踊られているサンバは，

17世紀の先住民の踊りの記述によく似ている。姿勢

はより地面に向かって前かがみになり，足は微細な

パターンでシャッフルしており，海岸沿いの弾力性

のある形態よりも，より大地に近い形態である」

（Browning�1995:�18）と述べている。これは，サン

バ・ヂ・ホーダの代表的な踊り方であるサンバ・ミ

ウヂーニョ（Samba�Miudinho）17）を彷彿させる説

明ともいえる。

　また，最も有力な語源説としてブラウニングは，

「ブラジルの民俗学者の多くは，アフリカのキ - コン

ゴ語（The�Ki-Kongo）18）のセンバ（semba）が由来

であるという。それはポルトガル語ではウンビガー

ダ（umbigada）と訳され，『ヘソで打つ一撃』とい

う意味である。この動きは，輪の中心にいるダンサ

ーが次のダンサーを呼ぶために使われるものだ。同

じ動きは奴隷時代にポルトガル人がアフリカのアン

ゴラで記録したものにもある」（Browning�1995:�

18-19）と述べている。同時に，ブラウニングは，「ブ

ラジルの民俗学者の主流は，歴史的に見てアフリカ

主義者であり，ブラジルの土着文化の影響を曖昧に

する傾向がある」（Browning�1995:�19）とやや批判

的な見解を示している。とはいえ，最終的には，「し

かしながら，アフリカ以外の文化の影響をうけてい

ることは確かであるにせよ，アンゴラで記録された

リズムやダンスとの類似性から，サンバは，基本的

にはコンゴ（Kongo）19）のリズムと表現であると言

ってよい」（Browning�1995:�19）と締め括っており，

サンバの起源は，アフリカ中西部（コンゴ・アンゴ

ラ）が有力な説といえよう。

　 次 に， ブ ラ ウ ニ ン グ は， 宗 教 カ ン ド ン ブ レ

（Candomblé）の由来と，その儀式における音楽のリ

ズムおよびダンサーについて，以下のように説明し

ている。

　西アフリカの神々を崇拝するカンドンブレの
信仰と実践は，ナイジェリア南西部のヨルバに
由来している。洗練されたリズム構造によって
精神性が表現され，ダンサーの身体に神性が宿
るという力強く美しい信仰体系である。カンド
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ンブレの踊り手は，自分のコミュニティに奉仕
し，奉仕される神性に自分の身体を開くことが
で き る よ う に， 長 期 間 に 渡 る 鍛 錬 を 行 う

（Browning 1995: 23）。

　そして，カンドンブレにおける先住民の影響を先

住民の精霊「カボクロ」を用いて，以下のように説

明している。

　カンドンブレの家は，ケトゥ（keto）または
ナゴ（nagô）「国」などと呼ばれている。（中略）
中でも，アンゴラ国の家は，カンドンブレ・ヂ・
カボクロ（Candomblé de Caboclo）の家として
よく知られている。この家でも，ヨルバの神々
オリシャー（Orixá）が崇拝されているが，ここ
でのインディアンの姿は，精神的にも政治的に
も重要な意味を持ち，カボクロは，神と時空間
を仲介する人物として登場する（Browning 
1995: 23-24）。

　ここで，民俗学者のラウル・ロディ（Raúl�Lody）

の言葉を用いて，「カボクロの精神は『自由な狩人で

あり，自らを奴隷にすることを許さない者としての

真の原型である』」（Lody�1977:� 5）として，アフリ

カの宗教に先住民の精神性が影響を及ぼしている点

を付け加えている。

　また，カンドンブレとサンバの特徴および関係性

について，ブラウニングは以下のように説明してい

る。

　カンドンブレの踊りはヨルバ，サンバはコン
ゴ・アンゴラの影響が強いが，顕著な共通点は，
踊りの参加者が円陣を組んでいることだ。カン
ドンブレでは，踊り手の輪は反時計回りに進み，
1 人または数人が神の霊を受け取る。この時，
その人は単なる踊り子ではなく，神のエネルギ
ーを取り込んだ存在として，円の中心に移動す
る。（中略）サンバ・ヂ・ホーダでは，円は回転

せず，参加者は立って拍手をし，順番に中央で
踊る。また，サンバがカンドンブレの儀式に欠
かせないものと考えられているのは，カンドン
ブレ・ヂ・カボクロのみであり，カボクロの魂
が降りてくると，その人はサンバを踊る。（中
略）カボクロの精霊の踊りをサンバという言葉
で表現することは，神と俗の区別を曖昧にする
方法であり，また，カボクロは，神聖なものと
世俗的なものとの間にある障壁を取り払うこと
を目的としている。カボクロのないカンドンブ
レでもサンバは行われるが，世俗的な太鼓や踊
り と し て， 儀 式 が 終 わ っ た 後 に 行 わ れ る

（Browning 1995: 25-26）

　上記のように，カンドンブレ・ヂ・カボクロにお

けるサンバの役割から，カボクロの霊的な影響力が

垣間見られる。次に，ブラウニングは，宗教儀式に

おけるサンバの役割を以下のように述べている。

　サンバは世俗的なものと考えられており，カ
ンドンブレでは神聖な空間に入ってくる不敬な
ものであるにもかかわらず，オリシャー（神々）
の結束を再確認する役割がある。ホーダ・ヂ・
サンバ（サンバ・ヂ・ホーダの円陣）は，ホー
ダ・ヂ・サント（カンドンブレの円陣）の目的
を補完する役割を果たしている。ここでのホー
ダは包含的（または排除的）な境界であり，カ
ンドンブレとサンバの間には一見境界があるよ
うに見えるが，サンバはアフリカの宗教的共同
体の区画を強化するものである（Browning 
1995: 28）。

　これは，先に述べたリズムとステップの対応関係

にもやや類似する特性のようにも見受けられる。全

体のバランスを調整するこのような特性は，結果，共

同体の区画を強化し，共同体を外部から守る役割を

果たしているのだろうか。

　また，ヨルバ語でアシェ（axé）という言葉につ
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いて，ブラウニングは以下のように説明している。

　これは，純粋な潜在能力，神のエネルギー，を
意味し，ロバート・F・トンプソン（Robert 
F.Thompson）の訳では，物事を実現する力，で
ある。また，アシェ（axé）は，カンドンブレに
限定されるものではなく，物事を実現する力は，
世俗的なリズムの中にも存在する。それは，い
かなるサンバの演奏でも，前述したような魅力
的な方法で動きを誘発することができるわけで
はなく，ある程度の潜在能力が必要となる。ア
シェ（axé）を持つ演奏者が演奏を始めると，踊
り手の身体の各部位は演奏される様々な楽器や
パターンに反応する。それは，決して音のボリ
ュ ー ム と は 関 係 が な い（Browning 1995: 
28-29）。

　つまり，単に魅力的で音量の高い音楽であるとい

うだけではダンスを誘発することは難しく，目には

見えないが，ヨルバ伝来のアシェ（axé）が持つ物

事を実現する力こそが，最終的には踊り手の身体を

反応させ，踊らせることができる，ということであ

ろう。このことは同時に，サンバの音楽とダンスに

対する西アフリカ（ヨルバ）文化の霊的な影響力が

示されているといえる。以上の内容を踏まえ，サン

バの起源および宗教的霊的な影響についてまとめる。

　まず，サンバの起源については諸説あるにせよ，そ

の語源，リズムやダンスの分析から，アフリカ中西

部（コンゴ・アンゴラ）説が有力とされてきた。し

かし，踊り方については先住民の影響が示唆されて

おり，特に先住民の多いブラジル北東部の内陸部で

踊られているサンバの踊り方の説明は，サンバ・ヂ・

ホーダの代表的な踊り方，サンバ・ミウヂーニョ

（Samba�Miudinho）を彷彿させるものであった。

　サンバへの宗教的な影響としては，ナイジェリア

南西部，ヨルバを起源とする宗教カンドンブレが上

げられるが，カンドンブレの儀式の一部としてサン

バが踊られるのは，アンゴラ国のカンドンブレ・ヂ・

カボクロのみであり，ここでは先住民がカボクロと

して霊的政治的に重要な意味を持っている。カボク

ロによるサンバには，神聖なものと世俗的なものな

ど 2 つの相反する性質の境界線を曖昧にしたり補完

したりする役割があり，それは，結果的には，アフ

リカの宗教的共同体を強化する役割を果たすもので

あった。

　さらに，純粋な潜在能力を意味するヨルバ語のア

シェ（axé）は，サンバの演奏にもダンスにも欠か

せない物事を実現する力であり，西アフリカ文化の

霊的な影響を表すものである。これらのことから，サ

ンバには，西アフリカのヨルバとブラジル先住民の

宗教的霊的影響があることが示唆された。

　最終章では，ブラウニングによる 3 つの分析を元

に，サンバ・ヂ・ホーダの舞踊特性について考察す

る。

4 ．サンバ・ヂ・ホーダの社会的役割， 
そして，舞踊特性とは

　はじめに，第 1 章のサンバの社会的および政治的

分析から，サンバは，大西洋奴隷貿易による歴史的

産物であり，苦悩の歴史と共にあることが明らかと

なった。アフリカン・ダイアスポラにとってサンバ

は，黙殺されてきた黒人と先住民の文化的，政治的

抑圧の歴史を語る手段であり，それを身体，特に足

（ステップ）によって語るボディ・アーティキュレー

トであるという。これを踏まえると，サンバ発祥の

スタイルであるサンバ・ヂ・ホーダは，リオデジャ

ネイロのサンバ（サンバ・カリオカ）など他の新し

いスタイルのサンバ以上に，その役割が大きいこと

が予測されるが，実際のところはどうなのだろうか。

また，現在でもこの役割は重視されているのだろう

か。

　2018年，ブラジルのアフリカン・ダイアスポラダ

ン ス 研 究 者 8 人 に よ る 共 著 本，Dancing Bahia 

-Essays on Afro-Brazilian Dance, Education, 

Memory, and Race- が 出 版 さ れ た。 こ の 本 の
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Chapter�1 「黒人運動としてのアフロ・ブラジリアン

ダンス（Afro-Brazilian�Dance�as�Black�Activism）」

の執筆者で，バイーア連邦大学の舞踊研究者アメリ

ア・コンラード（Amélia�Conrado）は，以下のよう

に述べている。

　このエッセイは，ブラジルにおけるダンサ・
アフロ（Dança Afro）20）の簡単な歴史的背景と，
過去と現在の黒人の闘いにおけるその重要性に
ついて概説している。ブラジル社会には人種主
義や人種差別が未だに存在しており，一刻も早
くその問題に取り組み，克服しなければならな
い。私は，教育や黒人のアイデンティティ形成
に関するこれまでの研究から，ダンスがいかに
重要な黒人の意識につながり，その結果，黒人
や他の人々の社会的態度を肯定的に変容させる
こ と が で き る か を 示 し た い（Conrado 
2018: 19）。

　このことから，現在のブラジル社会にも人種主義

や人種差別は存在しており，黒人達の闘いは続いて

いること，また，1990年代にブラウニングが伝えて

いたサンバの精神的・政治的な癒しや生き残りのジ

ェスチャーとしての役割は，現在のサンバ・ヂ・ホ

ーダを含むダンサ・アフロに引き継がれていること

がうかがえる。一方で，ダンサ・アフロは，アフリ

カン・ダイアスポラとそれ以外の人々の社会的態度

を肯定的に変容させることが，コンラードの研究結

果から明らかとなっている。つまり，サンバ・ヂ・

ホーダの舞踊特性は現在でも，単なる身体運動やエ

ンターテイメントとしてのダンスではなく，ブラウ

ニングが述べているように，社会的政治的なメッセ

ージを持ち，人々や社会に対する影響力を持つボデ

ィ・アーティキュレートであるといえよう。

　同時に，Dancing Bahia の Chapter�5 で示されて

いる以下の指摘にも着目したい。舞踊研究者のロビ

ンソン（Danielle�Robinson）とパックマン（Jeff�

Packman）は，Chapter�5「放課後のサンバ（After-

School Samba）」で，以下のように述べている。

　サンバ・ヂ・ホーダは，古くて，魅力がない。
さらに，過去に根ざしているため，好ましくな
い形であるが，異質なものにさえ見える。実際，
サンバ・ヂ・ホーダは一種の時間的な他者とし
て存在し，暴力的な過去の記憶を保存し，伝え
ている。この記憶は，ヘコンカヴォの農園跡，老
朽化した製糖工場，崩れかけたコロニアル建築，
そして言うまでもなく，厳格な社会階層の中に
常に存在するものである。バイーアの若者たち
が，サンバ・ヂ・ホーダから距離を置き，代わ
りに遠くからの洗練された表現文化を受け入れ
る理由は理解できなくはない（Robinson & 
Packman 2018: 122）。

続けて，バイーア州ヘコンカヴォ地域における放課

後のサンバ教室の調査を通し，若い世代に引き継ぐ

上で重要な点として，「過去とその複雑で苦しい文化

的記憶にはあまり重きを置かず，未来とその可能性

に 重 き を 置 く こ と 」（Robinson�&�Packman�

2018:�130）をあげている。これは，若い世代にサン

バ・ヂ・ホーダを継承する上で，考慮すべき点であ

ると考えられた。

　次に，第 2 章で取り上げたダンスの動きおよび音

楽（リズム）とダンスの関係から舞踊特性をみてい

く。はじめに，サンバの最大の特徴として，リズム

における強迫の保留，あるいは，ビートの停止によ

ってダンスが生じる点があげられる。これは，拙稿

で示唆されたリズムとステップの対応関係が，さら

に具体的な分析によって示されたといえる。実際の

ところ，ビートの停止が 3 連符の基本ステップを生

じているか，ステップがリズムとリズムの空白を埋

めリズム同士をつなげる関節のような役割を担って

いるか，さらに，音楽とのバランスを調整する役目

を果たしているか，などについては，ポリリズムの

リズムパターンとステップの対応関係を表記するこ

とによって明らかになると仮定される。
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　ここで注目すべき点は，ブラウニングが「ダンス

（dance）」あるいは「動き（movement）」という用

語を用いた際，それが意味しているのは，概ねステ

ップである，という点である。ビートの停止によっ

て誘発されるのも，リズム間の空白を埋めるのも，さ

らに，音楽の重さを調整するのも， 3 連符の基本ス

テップであると理解できる。「足だけが話すわけでは

ない」（Browning�1995:�2）と付け加えつつも，「熟

練のサンビスタ（Sambista）は，dizer�no�pé，つま

り，足で語ることが求められる」（Browning�1995:�1）

と述べていることからも，サンバのダンスにおける

ステップは，社会的にも政治的にも音楽的にも，大

きな役割を担っていると考えられる。

　唯一，ステップ以外の動きについて言及していた

のは，腰から肩の動きであるが，これについても，足

のステップがイニシャル・ムーブメント（初期運動）

として機能し，その動きが腰から肩へと伝達し動か

される，とも捉えられる。つまり，ダンスは，リズ

ムにおける強迫の保留によって足のステップが生じ

ることからはじまり，その動きが伝達してその他の

身体の部位が動かされた結果として，全身が踊らさ

れる，と解釈できないだろうか。

　この解釈を彷彿させたのは，日本の民俗舞踊（民

舞）研究者である進藤貴美子による，民俗舞踊の動

きに内在する「身体の使い方」に関する「足腰・点」

の説明であった。進藤は，「『足腰』で一拍つかい，そ

こで『点』として『上体の表現』が結ばれる」とさ

れた上で，「踊りによって『足腰・点』となったり，

『足腰・点・点・点』などリズムの刻みは違ってく

る」（進藤2014:� 16-17）と説明している。足から腰，

そして上体（点）の動きへとつながる踊りは，進藤

が指摘する「土着の（地域の）自然，風土にもとづ

いた暮らし」（進藤�2014:�16）の中で培われた民俗の

踊りの普遍的な法則といえるのか。

　いずれにせよ，サンバのダンスにおけるステップ

には多面的な役割があることは明らかである。した

がって，サンバ・ヂ・ホーダの舞踊譜に必要な項目

として，拙稿（林�2022）でも示唆されたように，ダ

ンスではステップの記譜が重要であることが，本稿

でも示されたといえよう。

　最後に，サンバの起源および宗教的霊的影響から

舞踊特性をみてみたい。まず，ダンサーが交代する

際に使われる動作であるウンビガーダ（umbigada）

はアンゴラ，「純粋な潜在能力」を意味するアシェ

（axé）はヨルバを起源とし，いずれもアフリカであ

る。しかし，先住民を起源とする踊り方として，前

傾でより大地に近い姿勢で足を微細なパターンでシ

ャッフルする踊り方が紹介されていた。これは，サ

ンバ・ヂ・ホーダの特徴的な踊り方ミウヂーニョの

説明とも見受けられ，だとすれば，ミウヂーニョが

先住民の起源であることが示唆されるが，この点に

ついてはさらなる調査を要する。

　次に，先住民の宗教的霊的影響として，カンドン

ブレ・ヂ・カボクロにおけるサンバの役割があげら

れていた。先住民の象徴的な存在であるカボクロは，

神聖なものと世俗的なものとの間にある障壁を取り

払うことを目的にサンバを踊り，その結果，アフリ

カの宗教的共同体が強化されるという。これは，先

住民が奴隷とされたアフリカの人々へ伝授した体現

化された知識なのか，そのルーツは明らかではない。

また，カボクロによって聖俗など相反する 2 つのも

のをつなげるサンバの役割は，ダンスにおけるステ

ップが担う関節のような役割とも類似する点である。

ボディ・アーティキュレート（body�articulate）や

アーティキュレーション（articulation），ジョイント

（joint）といった用語が用いられていたことからも，

サンバには， 2 つのものをつなげる関節のような役

割と，過去から現在の社会的なメッセージを，身体

を用いて表現する役割，これら 2 つのアーティキュ

レーションの役割があることを，ブラウニングは意

図していたのではなかろうか。

　�以上のように，本稿では，1995年に出版されたサ

ンバ研究 Samba: Resistance in Motion におけるサ

ンバの分析を元に，その論点を整理し，サンバおよ

びサンバ・ヂ・ホーダの社会的役割と舞踊特性につ

いて示唆を得た。それには，デズモンドが指摘する
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「（ダンスへの）社会的な権力の作用を調査する」

（Desmond�1997:�1）というカルチュラル・スタディ

ーズとしての観点が含まれていたといえよう。ゆえ

に，当時のダンス・スタディー領域において，Samba: 

Resistance in Motion は，サンバへの新たな観点を提

供する画期的なダンス研究であったことは想像に難

くない。さらに，出版から30年近く経過した現在で

も色褪せることなく，多数のサンバおよびダンス研

究者にインスピレーションを与え続けている。とは

いえ，時代と共に変遷する過去に対する見解や，若

い世代へのアプローチ方法など，今後，調査すべき

課題は多い。ブラウニング自身も，「考えるのをやめ

て，踊りなさい。結果的には，体を使って考えるし

かない」（Browning�1995:�13）と述べているように，

参加志向型方法論としてのダンス・エスノグラフィ

ーの活用は必須であろう。今後は，現地での実践を

継続してきた研究者や実践者への聞き取り調査や筆

者の参与観察など，ブラウニングも試行したダンス・

エスノグラフィーを用いてこれまで得られた舞踊特

性を検証し，サンバ・ヂ・ホーダの舞踊譜における

適切な記譜法を明らかにしていきたい。

おわりに

　本稿を通して得られた最も重要な問いは，舞踊と

はいったい何であるか，何を目的として踊られるの

か，そして，舞踊の何を記録し保存するのか，であ

った。それは同時に，舞踊譜とは，考案者が舞踊を

どう定義し，舞踊の何を記録することに重点を置い

ているかの表れであるともいえる。たとえば，従来

の舞踊譜では，舞踊を身体運動と捉え，映像では映

し出せない身体運動を補完的に記録することが主な

目的とされていた。さらに，デズモンド（1997）が

指摘するように，1980年代半ばまでのダンス研究の

研究対象は主にクラシックバレエやモダンバレエな

ど西洋の舞台芸術作品であった。したがって，考案

された舞踊譜の多くが舞台芸術作品の採譜を目的と

していたことは，納得のいくところである。同時に，

従来の舞踊譜が象徴しているのは，それまでのダン

ス研究が西欧諸国の舞踊概念を元に考案されてきた

という点である。しかしながら，カルチュラル・ス

タディーズによるダンス研究の出現は，ダンスに及

ぶ社会的な権力の作用を調査することや，誰が，何

のために，何によって，どんな立場で踊っているの

かを問題化することなどに焦点が向けられ，ダンス

研究を舞台芸術作品や身体運動から解放し，従来と

は異なった観点から舞踊を捉える機会を提供したと

いえよう。

　本研究の発端には，アフリカン・ダイアスポラダ

ンスの記録保存に，西欧諸国で考案された舞踊譜を

用いることに対する筆者の違和感があった。この違

和感に対して， 1 つの指針を示してくれたのが

Meaning in Motion の監修者であるデズモンドの問

いであった。「文化的，社会的，そして学問以前の習

慣や偏見が，私たちのテーマや方法論に影響を及ぼ

している。伝統的にある美的基準を高める一方で，他

の基準を低く評価するような，自然化された評価の

慣習にとらわれないようにするためには，どうすれ

ばよいか？」（Desmond�1997:� 11）とデズモンドは

投げかけていた。つまり，非西洋舞踊の記録保存に，

当たり前のように西洋諸国で考案された舞踊譜を用

いることが，「他の基準を低く評価するような，自然

化された評価の慣習」に重なったように思う。さら

に，デズモンドは，Meaning in Motion 第 9 章の「歴

史のコレオグラフィに関する若干の考察」における

ブ レ ン ダ�D. ゴ ッ ツ チ ャ イ ル ド（Blenda�D.�

Gottschild）の以下の指摘を引用している。

　他人の力を奪う最も簡単な方法の一つは，彼
らが選んだ美的基準枠とその特定の基準を無視
し た 基 準 で 彼 ら を 測 定 す る こ と で あ る

（Gottschild 1997: 171）。

　ゴッツチャイルドが指摘していることは，つまり，

2 つの異なる価値基準が存在する場合，片方の基準

で他方を測定あるいは判断することは，相手の価値
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を否定することになりかねないという点である。厳

しい指摘ではあるが，舞踊を記譜する上でも，配慮

をすべき点であることには違いない。言い換えれば，

西欧諸国で考案された舞踊譜でアフリカン・ダイア

スポラダンスであるサンバ・ヂ・ホーダを記録する

ことは，その舞踊特性を損なうばかりか，存在価値

を否定しかねないということである21）。これは，従

来の舞踊譜で各国の民衆舞踊を記録することへの再

考を促すものであり，また，近年，より重要視され

るようになった政治的妥当性（ポリティカル・コレ

クトネス，以下ポリコレと略す）の観点とも捉えら

れよう。社会的にはポリコレへの賛否両論はあるに

せよ，カルチュラル・スタディーズは，このような

観点や思考を，学術領域に提供し，さらに，学術領

域の枠を超え，社会的影響力を持つ学問として貢献

してきたのではなかろうか。

　本稿で焦点を当てたSamba: Resistance in Motion

は，サンバに関する多角的な視点を提供するもので

あり，なかでもサンバが，歴史，文化，社会を語る

ボディ・アーティキュレートとしての役割と，リズ

ムとリズム，聖俗など 2 つのものをつなげる関節の

ような役割の 2 つのアーティキュレーション（表現

と関節）を持ち合わせているという観点は興味深か

った。それは，舞踊とはいったい何であるか，何を

目的として踊られるのか，という問いに対する答え

の多様性をあらためて認識するものであった。本研

究における次なる問いは，舞踊の何を記録し保存す

るのか，である。それは，ポリコレという理由以上

に，舞踊特性を見極め適切な項目で舞踊を記録しよ

うとする行為そのものの意味や価値の探求でもある。

注
1 ）� � これまで使われてきた「民族舞踊」という用語

は，英語では “Ethnic�Dance”，ポルトガル語では，
“Dança�Folclórica”が和訳されたものである。しか
し，近年，「民族（Ethnic または Folclórico）」は，
西洋的観点からの呼称であるとの批判から，英語
では “Popular�Dance”，ポルトガル語では “Dança�

Popular” と呼ばれるようになり，その日本語訳と
して，「民衆舞踊」という用語が使われはじめてい
る。たとえば，舞踊研究者の神戸周は，ブラジル
北東部発祥の “Dança�Popular” の 1 つであるパッ
ソの文化研究の著書（神戸 :�2019）のタイトルに，

「民衆舞踊」を用いている。これらを踏まえ，本稿
では，「民族舞踊」に代わり，「民衆舞踊」を用い
ることとする。

2 ）� � サンバ・ヂ・ホーダは，2008年，国際連合教育
科 学 文 化 機 関（UNESCO:�United�Nation�
Educational,�Scientific,�and�Cultural�Organization）
の 人 類 無 形 文 化 遺 産（Intangible�Cultural�
Heritage）に正式登録された。登録された正式名
は，「ヘコンカヴォのサンバ・ヂ・ホーダ（Samba�
de�Roda�no�Recôncavo）」である。

3 ）� � 舞踊記譜法とも呼ばれ，その名の通り，舞踊を
譜面に落とし記録する方法である。

4 ）� � 拙稿では，舞踊譜の記譜項目に「 3 つのリズム
パートと基本ステップの対応関係の表示」（林�
2022:�102）が必要であると結論付けている。

5 ）� � 民衆芸能とは，ポルトガル語の「Espetaculos�
Populares（民衆的な見世物の意）」というポルト
ガル語に充てた訳語である（神戸�2019:�19）。音楽，
歌，ダンスが複合した文化形態としてのサンバ・
ヂ・ホーダを表現する場合において，「民衆芸能」
を使用する。

6 ）� � 近年，一部のアフリカン・ダイアスポラは，「ア
フリカ奴隷（African�Slaves）」という呼び方を止
めるように訴えている。それは，自ら望んで奴隷
になったわけではなく，あくまで，「奴隷にされた
人間（Enslaved�Human）」である，という観点に
よ る も の で あ る。 ま た，UNESCO（https://
en.unesco.org/memoryoftheworld/registry/260,�
閲覧日：2023.4.9）や英語版ブリタニカ百科事典

（https://www.britannica.com/topic/Middle-
Passage-slave-trade,�閲覧日：2023.4.9）において
も “Enslaved�Africans” という用語が使用されて
い る。 以 上 を 踏 ま え， 本 稿 で は，“Enslaved�
Africans” の和訳として「奴隷にされたアフリカの
人々」とした。

7 ）� � 舞踊人類学者のイヴォン・ダニエル（Yvonne�
Daniel）は，著書 Dancing Wisdom（踊る智慧）
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の中で，アフリカン・ダイアスポラダンス（African�
Diaspora�Dance）の「踊る身体」が「体現化され
た知識」であることの説明として，「『踊る身体』
は精神を蓄え，力を発揮し，知識を広めるだけで
なく，それを実践する」（Daniel�2005:�59）と述べ
ている。

8 ）� � Samba: Resistance in Motionに関する追記とし
て，この本はサンバのみをタイトル名に挙げてい
るが，ブラウニングは，アフリカ伝来宗教「カン
ドンブレ（Candomblé）」と，護身術的な格闘技

「カポエイラ（Capoeira）」についても調査し，そ
れぞれ章を設け，詳しく説明している。それは，サ
ンバがカンドンブレおよびカポエイラと密接な関
係にあり，それを抜きには語れないことを意味し
ている。しかし本稿では，これら 2 つについては
詳しく取り上げず，舞踊譜開発に向けて有効と思
われるサンバに関する情報に焦点を当てることと
する。カンドンブレについての説明を以下引用す
る。「アフロブラジル宗教は，奴隷制期にブラジル
にもたらされた西アフリカのオリシャをめぐる実
践に起源を持つ憑依宗教である」（高橋�2009:�41）。
また，多神教であり，海，森，川などの自然や，風，
火，鉄などのエレメントを司る神々が多数存在す
るとされ，その性格や，儀式における音楽（リズ
ム），歌，踊り，衣装などは，神によってすべて異
なっている。また，カポエイラについての説明を
以下引用する。「アフロ・ブラジル文化カポエイラ
は，アフリカ系奴隷によってブラジルで創造され，
近年ブラジル社会，歴史，文化の象徴としてブラ
ジル国家によって認められた民族スポーツであ
る」（細谷�2014:�1）。

9 ）� � 本稿で「サンバ」という用語を用いる場合は，一
般的なサンバの概念である「ブラジル発祥の舞踊
と音楽」を意味する。

10）� � 舞踊研究に民族誌的手法を取り入れた研究方法
である「舞踊民族誌」は，「ダンス・エスノグラフ
ィー（Dance�Ethnography）」とも呼ばれる。そ
の最大の特徴について舞踊研究者の井上淳生は，

「参加志向型の方法論（participatory-oriented�
methodology）（Dankworth�2014:�96）に基づき，
調査者自身の経験を主要なデータとした再帰的実
践を重視する点にある」（井上�2017:�693）と述べ

ており，ブラウニングはその確立を試行していた
といえる。

11）� � “Diaspora” の日本語表記として，「ディアスポ
ラ」が使われるのが一般的だが，北米の African�
Diaspora�Dance 研究者の間では，「ダイアスポラ

（発音記号：daiǽspərə）」が使われることが一般
的である。したがって，本研究では，奴隷にされ
たアフリカの人々とその子孫の総称として「アフ
リカン・ダイアスポラ」を用いることとする。

12）� � ブラジル北東部バイーア州の首都で，1549年，ポ
ルトガル入植者によって建設され，1763年にリオ
デジャネイロに首都が遷都されるまで，植民地ブ
ラジルの首都であった。

13）� � 北米〜南米の先住民は，英語で “Indian”，ポル
トガル語で “Indio” と呼ばれることがあるが，近年，
ポルトガル語では，英語の “indigenous�people” に
あたる “indígenas” を用いることが望ましいとさ
れている（2022-2023年の筆者エスノグラフィーよ
り）。その理由は，コロンブスが最初に漂着したの
は目的地の“インディアス”ではなかったゆえ，こ
の呼称は間違っているという認識からである。し
たがって，本稿ではその日本語訳として「先住民」
を用いる。

14）� � 「サンビスタ（Sambista）」とは，サンバを踊る
人，サンバダンサーを意味する。

15）� � 複数の異なるリズムが同時に演奏されるアフリ
カ音楽の特徴といわれる。原文では “Polymeter”
とあるが，サンバは異なる長さまたは異なる拍節
の複数のフレーズが同時に演奏されるポリリズム
であるという一般的な解釈から，「ポリリズム」と
訳す。

16）� � バプチスタ・シケイラ（Baptista�Siquira）の著
書 Origem do Termo Samba（1978）からブラウ
ニングが引用している内容であるが，Samba: 
Resistance in Motion の引用文献欄には出版年が
1977年と記載されている。

17）� � サンバ・ミウヂーニョ（Samba�Miudinho）は，
「ミウヂーニョ（Miudinho）」とも呼ばれる。サン
バ・ヂ・ホーダの代表的な踊り方とされ，「爪先か
ら踵までの足裏をすべて付け，小刻みに動かすの
が特徴である」（Alvito�2013:�89）。

18）� � 現在のコンゴ民主共和国の国語の 1 つである。
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公用語はフランス語。（外務省ホームページ：
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/congomin/
data.html#01,�閲覧日：2023.4.15）

19）� � 「コンゴ（Kongo）」とは，コンゴ川河口付近を
中心に，現在のコンゴ共和国，コンゴ民主共和国，
アンゴラなどに居住するバントゥー系の人々，そ
の文化や言語を意味する。

20）� � ポルトガル語でアフリカを起源とするダンスの
総称。サンバ・ヂ・ホーダ，サンバ・ヘギ（Samba�
Reggae），ヨルバの神々オリシャーの踊りなども
含まれる。

21）� � 舞踊を舞踊譜に記録保存する，という発想その
ものが，西洋的な舞踊概念から生まれているとい
う批判的指摘もあるかもしれない。しかし，学術
的には舞踊の保存は主に 2 つの手段があるとされ
ており， 1 つは映像（絵画，写真，モーションキ
ャプチャを含む動画），もう 1 つが舞踊譜であるこ
とを前提に本研究を進めている。
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Characteristics of the Dance of Samba de Roda as Seen in 
the Samba Study Samba: Resistance in Motion
—A Study for the Development of Dance Notation—

HAYASHI Natsukiⅰ

Abstract : The purpose of this study is to obtain insights into the characteristics of Brazilian popular 

dance Samba de Roda through an analysis of the Cultural Studies-based samba study Samba: Resistance 

in Motion, in order to develop a dance notation for Samba de Roda. The analysis of Samba: Resistance in 

Motion is organized from three perspectives: first, a social and political analysis of samba; second, an 

analysis of the dance movements and the relationship between music (rhythm) and steps; and third, an 

analysis of samba’s origins and religious and spiritual influences. The results suggested that the samba 

dance has the characteristics of steps induced by musical or cultural political, and other forms of 

oppression, and that it has a role of body articulation that speaks of oppression and resistance, and, in 

order to adjust the overall balance, a role of as an articulation or a joint connecting rhythm and rhythm, 

sacred and secular, etc. In addition, samba was found to have religious and spiritual influences not only 

from Africa but also from indigenous peoples. Furthermore, the multifaceted social, political, and musical 

roles of the samba steps suggest that a dance notation should be written with an emphasis on the steps.

Keywords :  Samba, Samba de Roda, dance notation, dance ethnography, Cultural Studies
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